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－CY の概念を取り入れた発達障害児への支援についてみていくこととする。  
Ⅱ. 臨床ソーシャルワークと ICF-CY の視座 
 臨床ソーシャルワークの源流は、リッチモンド（Richmond,M.E.）のいう「社会診断（Social 
Diagnosis）」の診断と治療にみられるが、リッチモンド（1917）以降、様々なアプローチが統廃












要な要素を与えるのが、ICF-CY（International Classification of Functioning,Disability and 
Health-Children & Youth Version：日本語訳 国際生活機能分類－小児・青少年に特有の心身機
能・構造、活動等を包含－）の概念である。ICF－CY は児童の健康と生活機能の特徴を記録する



































表 1 ICF の概観 8） 
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